
平成26年3月期 第1四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成25年7月31日

（百万円未満四捨五入）

上場会社名 郵船ロジスティクス株式会社 上場取引所 東 

コード番号 9370 URL http://www.jp.yusen-logistics.com
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 倉本 博光

問合せ先責任者 （役職名） 経理部長 （氏名） 白田 美昭 TEL 03-6703-8298
四半期報告書提出予定日 平成25年8月14日

配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成26年3月期第1四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第1四半期 99,270 27.8 △140 ― 186 △83.2 △592 ―

25年3月期第1四半期 77,658 1.5 447 △42.4 1,107 4.0 1,267 166.7

（注）包括利益 26年3月期第1四半期 2,294百万円 （―％） 25年3月期第1四半期 △1,664百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第1四半期 △14.03 ―

25年3月期第1四半期 30.04 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第1四半期 178,405 94,836 36.1 1,527.30
25年3月期 173,664 92,290 36.4 1,500.21

（参考） 自己資本   26年3月期第1四半期  64,407百万円 25年3月期  63,263百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 9.00 ― 9.00 18.00

26年3月期 ―

26年3月期（予想） 9.00 ― 9.00 18.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日） 
 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 197,600 22.1 1,500 21.4 1,700 △16.7 400 △70.3 9.49
通期 400,000 18.0 4,500 171.3 4,800 74.9 1,500 34.1 35.57
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(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  有  

(注)詳細は、添付資料Ｐ．５「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動」をご覧ください。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
(注)詳細は、添付資料Ｐ．５「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)詳細は、添付資料Ｐ．５「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する四
半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化
等により上記予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等について、添付資料Ｐ．４「１．当四
半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 1社 （社名） Yusen Logistics (Belgium) N.V.

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期1Q 42,220,800 株 25年3月期 42,220,800 株

② 期末自己株式数 26年3月期1Q 50,958 株 25年3月期 50,958 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期1Q 42,169,842 株 25年3月期1Q 42,169,938 株
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（１）経営成績に関する説明 

① 当第１四半期の概況 

 当第１四半期の世界経済は、日本は景気対策による円安へ移行、米国では国内消費が回復基調となりましたが、

欧州の長引く経済低迷と中国を始めとする一部アジア地域での成長鈍化により、国際物流市場は大きな改善が見ら

れず、特に航空貨物市場においては世界的に低調に推移しました。 

 このような環境の下、当社グループの貨物取扱量は、海上事業では事業統合により前年同四半期比で増加しまし

たが、航空事業は日本発を中心に減少しました。本年度は、業務改革プロジェクトを立ち上げ業務効率化を図りコ

スト競争力の向上を目指します。 

 これらの結果、営業収益は前年同四半期比27.8％増の99,270百万円、営業損失は140百万円（前年同四半期は営

業利益447百万円）となりました。 

  

② セグメントの業績  

１）日本 

 航空事業は、輸出で電子・電気機器関連品等の荷動きが低調に推移し、取扱重量は前年同四半期比23.1％減とな

りました。輸入は航空機関連品や医療機器関連品の取扱いがあったものの、取扱件数は前年同四半期比1.6％減と

なりました。 

 海上事業は、輸出で工作機械等の出荷もありましたが活況感に乏しく、取扱実績（TEU）は前年同四半期比8.0％

減となりました。輸入は自動車関連部品や衣料品等の荷動きがあり、取扱件数は前年同四半期比4.0％増となりま

した。 

 これらの結果、国内連結子会社を含めた営業収益は17,853百万円（前年同四半期比11.4％減）、セグメント利益

（営業利益）は９百万円（同95.2％減）となりました。 

  

２）米州 

 航空事業は、輸出で医療機器関連品等の荷動きがあり、取扱重量は前年同四半期比2.6％増となりました。輸入

は自動車関連部品や航空機関連品等の取扱いがありましたが、取扱件数は前年同四半期比0.1％減となりました。 

 海上事業は、輸出で自動車関連部品等の出荷があり、取扱実績（TEU）は前年同四半期比61.0％増となりまし

た。輸入は消費財関連等の荷動きがあり、取扱件数は前年同四半期比10.8％増となりました。 

 ロジスティクス事業は、個人消費の回復により消費財関連の荷動きがありましたが、期待した水準までには至り

ませんでした。 

 これらの結果、営業収益は22,715百万円（前年同四半期比32.0％増）、セグメント損失（営業損失）は57百万円

（前年同四半期はセグメント損失77百万円）となりました。 

 なお、１ドルあたりの円換算レートは、当第１四半期が97.72円、前年同四半期が80.77円であります。 

  

３）欧州 

 長期化する欧州経済低迷が、航空、海上、ロジスティクス各事業に影響を与え厳しい事業環境が継続していま

す。 

 航空事業は、輸出入共に日本を含めたアジア発着の荷動きが低迷し、前年同四半期比で輸出取扱重量は26.6％

減、輸入取扱件数は5.0％減となりました。 

 海上事業は、輸入では販売拡大により自動車関連品の荷動きがあり、取扱件数は前年同四半期比28.8％増となり

ましたが、輸出は荷動きが低迷し取扱実績（TEU）で13.3％減となりました。 

 ロジスティクス事業は、地域により販売状況の強弱が見られますが全体として低調に推移し、厳しい損益となり

ました。 

 これらの結果、営業収益は21,564百万円（前年同四半期比18.7％増）、セグメント損失（営業損失）は127百万

円（前年同四半期はセグメント利益55百万円）となりました。 

 なお、１ユーロあたりの円換算レートは、当第１四半期が126.96円、前年同四半期が104.89円であります。 

  

４）東アジア 

 航空事業は、輸出で電子・電気機器関連品等の荷動きがありましたが、取扱重量は前年同四半期比2.6％減とな

りました。輸入では液晶関連品取扱いの反動減もあり、取扱件数は前年同四半期比1.9％減となりました。 

 海上事業は、輸出で中国の事業統合効果があり、取扱実績（TEU）は前年同四半期比135.3％増となりました。輸

入は日本発の工作機械等の取扱いがあり、取扱件数は前年同四半期比8.2％増となりました。 

 ロジスティクス事業は、休日による稼働日の減少もあり、販売を押し下げ損益は厳しいものとなりました。 

 事業統合効果による販売拡大はあったものの、航空事業、海上事業ともに貨物取扱量は計画値に届きませんでし

１．当四半期決算に関する定性的情報
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た。また、競争激化による粗利の低下に加えて損益の厳しい取扱いも継続しました。  

 これらの結果、営業収益は19,504百万円（前年同四半期比83.2％増）、セグメント損失（営業損失）は788百万

円（前年同四半期はセグメント損失258百万円）となりました。 

  

５）南アジア・オセアニア 

 航空事業は、マレーシア法人の連結化が寄与し輸出取扱重量は前年同四半期比4.8％増、輸入取扱件数は前年同

四半期比8.5％増となりました。 

 海上事業は航空事業同様の連結効果に加え、輸出は自動車関連部品や電子・電気機器関連品等の出荷により取扱

実績（TEU）は前年同四半期比32.9％増となりました。輸入では消費財関連等の荷動きがあり、取扱件数は前年同

四半期比5.2％増となりました。 

 ロジスティクス事業においても、自動車関連部品等の取扱いが拡大し販売が増加しました。 

 これらの結果、営業収益は19,082百万円（前年同四半期比51.6％増）、セグメント利益（営業利益）は915百万

円（同44.3％増）となりました。 

  

（２）財政状態に関する説明 

① 資産、負債及び純資産の状況  

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は178,405百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,741百万円、 

2.7％の増加となりました。これは、現金及び預金が1,489百万円減少した一方で、受取手形及び営業未収入金が 

1,776百万円、流動資産のその他が1,938百万円、有形固定資産が1,805百万円、無形固定資産が677百万円増加した

ことが主な要因です。 

 負債は83,569百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,195百万円、2.7％の増加となりました。これは、支払手

形及び営業未払金が231百万円、賞与引当金が665百万円、流動負債のその他が1,201百万円それぞれ増加したこと

が主な要因です。 

 純資産は利益剰余金の減少や為替換算調整勘定の増加等により94,836百万円となり、自己資本比率は36.1％とな

りました。 

  

② キャッシュ・フローの状況  

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、115百万円の営業活動

による支出、1,786百万円の投資活動による支出及び886百万円の財務活動による支出に為替相場変動の影響を加味

した結果、前連結会計年度末に比べ2,374百万円減少し22,093百万円となりました。 

 各キャッシュ・フローの状況とそれぞれの増減要因は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結累計期間において営業活動の結果支出した資金は115百万円（前年同四半期は3,084百万円の収

入）となりました。 

 これは主に減価償却費1,400百万円(前年同四半期比340百万円増)及び営業債権の減少額1,570百万円（同1,148百

万円増）を計上した一方で、営業債務の減少額2,021百万円（同808百万円増）及びその他の減少額1,291百万円

（前年同四半期はその他の増加額1,468百万円）を計上したこと等によります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結累計期間において投資活動の結果支出した資金は1,786百万円（前年同四半期比75百万円減）

となりました。 

これは主に固定資産の売却による収入558百万円（前年同四半期比484百万円増）を計上した一方で、定期預金

の預入による支出942百万円（同628百万円増）、固定資産の取得による支出1,476百万円（同80百万円増）を計上

したこと等によります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結累計期間において財務活動の結果支出した資金は886百万円（前年同四半期比266百万円減）と

なりました。 

これは主に長期借入金の返済による支出482百万円（前年同四半期比260百万円増）及び配当金の支払額368百万

円（同42百万円減）を計上したこと等によります。  
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 今後の見通しにつきましては、欧州経済は先行き不透明ながらも、米国及び日本経済は回復基調を辿るものと

予想されます。 

 このような環境の下、当社グループは当第１四半期後半からアジア発の海上貨物を中心とした荷動きに回復の

兆しが見え始めており、上期はほぼ想定通りに推移するものと思われます。第３四半期以降は今年度立ち上げた

業務改革プロジェクト効果も見込まれます。これらを踏まえ、平成26年３月期（平成25年４月30日公表）の連結

業績予想は現時点で変更ございません。 

  

（注）上記の予想は現時点において入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでお

ります。実際の業績等は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 当第１四半期連結会計期間において、Yusen Logistics (Belgium) N.V.は、Yusen Logistics (Benelux) B.V.と

の吸収合併により消滅会社となったため、連結の範囲から除外しております。 

 なお、従来、連結子会社のうち決算日が12月31日であったTASCO Berhad他９社については、同日現在の財務諸表

を利用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については必要な調整を行っておりましたが、決算日を12月31日

から３月31日に変更したことにより、当第１四半期連結会計期間は平成25年４月１日から平成25年６月30日までの

３か月間を連結しております。 

 この変更に伴い、平成25年１月１日から平成25年３月31日までの損益は、利益剰余金の増減として調整しており

ます。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて計算しております。 

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計基準等の改正等に伴う会計方針の変更） 

 国際会計基準第19号「従業員給付」（平成23年６月16日改訂）が、平成25年１月１日以後開始する連結会計年

度から適用されることになったことに伴い、当第１四半期連結会計期間より、一部の在外子会社において当該会

計基準を適用し、数理計算上の差異、過去勤務費用及び利息費用他の認識方法並びに表示方法の変更等を行って

おります。 

 当該会計方針の変更は遡及適用され、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については遡及適用後の

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度

における当該遡及適用による影響は軽微であります。 

  

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 26,186 24,697

受取手形及び営業未収入金 70,539 72,315

貯蔵品 145 159

繰延税金資産 1,392 1,460

その他 7,362 9,300

貸倒引当金 △924 △940

流動資産合計 104,700 106,991

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 42,042 45,144

減価償却累計額 △19,052 △19,654

建物及び構築物（純額） 22,990 25,490

機械装置及び運搬具 19,585 20,522

減価償却累計額 △13,400 △14,025

機械装置及び運搬具（純額） 6,185 6,497

工具、器具及び備品 13,462 14,105

減価償却累計額 △9,344 △9,852

工具、器具及び備品（純額） 4,118 4,253

土地 16,382 16,583

建設仮勘定 1,953 610

有形固定資産合計 51,628 53,433

無形固定資産   

のれん 3,054 3,389

その他 4,852 5,194

無形固定資産合計 7,906 8,583

投資その他の資産   

投資有価証券 2,898 2,612

繰延税金資産 2,535 2,611

その他 4,305 4,496

貸倒引当金 △308 △321

投資その他の資産合計 9,430 9,398

固定資産合計 68,964 71,414

資産合計 173,664 178,405
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 32,747 32,978

短期借入金 3,339 3,298

未払法人税等 892 889

繰延税金負債 51 62

賞与引当金 2,047 2,712

役員賞与引当金 － 64

独禁法関連引当金 1,451 1,521

その他 21,498 22,699

流動負債合計 62,025 64,223

固定負債   

長期借入金 12,895 12,982

繰延税金負債 335 322

退職給付引当金 4,955 5,105

役員退職慰労引当金 467 323

その他 697 614

固定負債合計 19,349 19,346

負債合計 81,374 83,569

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,301 4,301

資本剰余金 4,733 4,733

利益剰余金 56,866 55,985

自己株式 △69 △69

株主資本合計 65,831 64,950

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 87 147

在外子会社の年金債務調整額 △421 △419

繰延ヘッジ損益 △7 △5

為替換算調整勘定 △2,227 △266

その他の包括利益累計額合計 △2,568 △543

少数株主持分 29,027 30,429

純資産合計 92,290 94,836

負債純資産合計 173,664 178,405
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

営業収益 77,658 99,270

営業原価 65,263 84,806

営業総利益 12,395 14,464

販売費及び一般管理費 11,948 14,604

営業利益又は営業損失（△） 447 △140

営業外収益   

受取利息 38 45

受取配当金 26 40

為替差益 216 72

持分法による投資利益 159 18

その他 331 292

営業外収益合計 770 467

営業外費用   

支払利息 52 92

固定資産除却損 6 3

その他 52 46

営業外費用合計 110 141

経常利益 1,107 186

特別利益   

固定資産売却益 － 139

負ののれん発生益 1,279 －

特別利益合計 1,279 139

税金等調整前四半期純利益 2,386 325

法人税等 780 479

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

1,606 △154

少数株主利益 339 438

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,267 △592
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

1,606 △154

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △88 61

繰延ヘッジ損益 － 5

為替換算調整勘定 △3,437 2,320

持分法適用会社に対する持分相当額 192 60

在外子会社の年金債務調整額 3 2

持分変動差額 60 －

その他の包括利益合計 △3,270 2,448

四半期包括利益 △1,664 2,294

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △591 1,116

少数株主に係る四半期包括利益 △1,073 1,178
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,386 325

減価償却費 1,060 1,400

固定資産売却損益（△は益） △57 △178

固定資産除却損 6 3

のれん償却額及び負ののれん発生益（△は益） △1,103 243

持分法による投資損益（△は益） △159 △18

賞与引当金の増減額（△は減少） 681 612

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 47 11

退職給付引当金の増減額（△は減少） 140 69

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 33 △144

貸倒引当金の増減額（△は減少） 33 △9

受取利息及び受取配当金 △64 △85

支払利息 52 92

為替差損益（△は益） 15 △67

営業債権の増減額（△は増加） 422 1,570

営業債務の増減額（△は減少） △1,213 △2,021

その他 1,468 △1,291

小計 3,747 512

利息及び配当金の受取額 95 81

利息の支払額 △59 △79

法人税等の支払額 △699 △629

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,084 △115

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △314 △942

定期預金の払戻による収入 241 150

貸付けによる支出 △1 △9

貸付金の回収による収入 5 13

固定資産の取得による支出 △1,396 △1,476

固定資産の売却による収入 74 558

投資有価証券の取得による支出 △1 △43

子会社株式の取得による支出 △1,246 －

関係会社出資金の払込による支出 － △74

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出 △39 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入 458 －

連結の範囲の変更を伴う関係会社出資金の取得に
よる収入 392 －

その他 △34 37

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,861 △1,786
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △219 44

長期借入れによる収入 － 56

長期借入金の返済による支出 △222 △482

リース債務の返済による支出 △118 △56

配当金の支払額 △410 △368

少数株主への配当金の支払額 △183 △80

その他 0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,152 △886

現金及び現金同等物に係る換算差額 △898 608

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △827 △2,179

現金及び現金同等物の期首残高 23,646 24,467

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 118

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 213 －

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物
の期首残高増減額（△は減少）

－ △313

現金及び現金同等物の四半期末残高 23,032 22,093
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該当事項はありません。   

   

   

該当事項はありません。 

   

   

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：百万円）

 （注）１．セグメント利益の調整額△100百万円は、のれんの償却額等であります。 

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 （固定資産に係る重要な減損損失） 

  該当事項はありません。  

  

 （のれんの金額の重要な変動） 

  重要な変動はありません。  

  

 （重要な負ののれん発生益） 

 当社と日本郵船株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：工藤泰三。）は、海外物流事業の再

編と統合を実施いたしました。これにより、負ののれん発生益1,279百万円を当第１四半期連結累計期間に

おいて特別利益に計上しております。   

  

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

  

報告セグメント
調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)２ 日本 米州 欧州 東アジア

南アジア・
オセアニア

合計 

営業収益                 

外部顧客への営業収益  20,037  16,817  17,804  10,514  12,486  77,658  －  77,658

セグメント間の内部営業収益 

又は振替高 
 105  397  366  130  98  1,096  △1,096  －

計  20,142  17,214  18,170  10,644  12,584  78,754  △1,096  77,658

セグメント利益又は損失（△）  193  △77  55  △258  634  547  △100  447
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：百万円）

 （注）１．セグメント利益の調整額△92百万円は、のれんの償却額等であります。 

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。 

   

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 （固定資産に係る重要な減損損失） 

  該当事項はありません。  

  

 （のれんの金額の重要な変動） 

  重要な変動はありません。  

  

 （重要な負ののれん発生益） 

   該当事項はありません。 

  

報告セグメント
調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)２ 日本 米州 欧州 東アジア

南アジア・
オセアニア

合計 

営業収益                 

外部顧客への営業収益  17,726  22,184  21,256  19,162  18,942  99,270  －  99,270

セグメント間の内部営業収益 

又は振替高 
 127  531  308  342  140  1,448  △1,448  －

計  17,853  22,715  21,564  19,504  19,082  100,718  △1,448  99,270

セグメント利益又は損失（△）  9  △57  △127  △788  915  △48  △92  △140
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